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シンポジウム開催の背景

2世界から期待され、世界をリードするJIPA

日本国内の知財紛争の状況

知財紛争処理システムの強化について議論され
ている。

当事者間で話し合いを行うことにより、悪戯に訴
訟に頼ることなく解決できる風土がある。

一方、日本企業が海外において原告として権利行
使し、知的財産の活用している企業は少ない。



シンポジウム開催の背景

中国 知財訴訟が
急増！

米国 トロールによる
訴訟が継続中

欧州 新たな訴訟の
枠組み出来る？

3世界から期待され、世界をリードするJIPA

海外の知財紛争処理の状況



シンポジウム開催の背景

4世界から期待され、世界をリードするJIPA

課題

他国では知財もビジネスにおいて力を増す企業
が増える中で、今ビジネス競争の中で知財の活
用を経営者レベルで考えないと我が国の進展は
見込めない。

日本の経営者に、経営者自ら知財の活用を判断す
べきことであることを伝えたい。



本シンポジウムの目的

①新ビジネスエリアを何をもって開拓し、何をも
って守るか、今こそ企業経営者に考えて貰う。

知財をどの権利で守る？ 契約？ Open/Close？

②勝利の戦い方を学び、戦いを恐れず知財を
ビジネスで積極的に活用するマインドを作る。

経営者、知財役員に強い知財マインドを持ってもらう
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主催、共催、後援

主催：一般社団法人 日本知的財産協会

共催：一般社団法人 日本経済団体連合会

世界知的所有権機関（WIPO）

後援
内閣府知的財産戦略推進事務局、特許庁、日本弁護士連合会

日本弁理士会、（一社）日本自動車工業会、（一社）日本自動車部品工業会
、（一社）日本電子情報技術産業協会、（一社）日本電気工業会、（一社）ビジ
ネス機械・情報システム産業協会、（一社）日本鉄鋼連盟、日本製薬工業会
、日本化粧品工業連合会、（一社）日本化学工業協会、日本商工会議所、東
京商工会議所、（一社）日本知財学会
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☆知財関係団体の他に、日本を代表する機械金属、
電機、化学の主要産業団体に協力頂き、経営者参加
の働きかけを進めた。



プログラム

開会挨拶： JIPA田中稔一会長

講演1：JIPA田中稔一会長

「国際的な知財活性状況の下でのビジネスの脅威と対抗」

講演2：WIPOフランシス・ガリ事務局長

「Is Innovation on the Board Room Table?」

講演3:衆議院議員 保岡興治議員

「我が国産業の活性化のために経営者に期待すること」

＜来賓挨拶＞

三原朝彦衆議院議員、山下貴司衆議院議員、三宅伸吾衆議院議員

講演4：JIPA御供俊元副会長（ソニー執行役員）

「国内外における知財訴訟係争の現場」

＜来賓挨拶＞

内閣府知的財産戦略推進事務局 横尾英博事務局長

知財活性化宣言：経団連 金子信吾知的財産委員長（凸版印刷社長）
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開催場所・日時・出席者等

日時：2016年6月3日（金） 10:00～12:00

場所：国連大学 エリザベスローズ国際会議場

日英同時通訳

出席者：企業の経営層や業界団体の役員を中心に
４３企業・団体から８０名あまりが参加
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田中JIPA会長の講演

9世界から期待され、世界をリードするJIPA

演題：「国際的な知財活性状況の下でのビジネスの
脅威と対抗」



特許出願状況 田中JIPA会長の講演

10世界から期待され、世界をリードするJIPA

中国の特許出願（赤線）が激増、米国は倍増、欧州・韓国も
増加傾向

日本（黄線）だけが、特許出願が減少している。



海外への出願状況 田中JIPA会長の講演

11世界から期待され、世界をリードするJIPA

日本の海外への出願比率が少ない。

中国も海外出願比率は少ないが、数自体は多く潜在的
な脅威。



日米中侵害訴訟比較 田中JIPA会長の講演

12世界から期待され、世界をリードするJIPA

中国と米国では知財訴訟が急増している。

特に、中国では年間約1万件の知財侵害訴訟が起
きている点は、注目に値する。



米国訴訟状況 田中JIPA会長の講演

13世界から期待され、世界をリードするJIPA

米国の特許訴訟においてパテントトロールに係る訴訟が急増
している（全体の7割）。

米国において損害賠償額は高額になるものがある。



欧州特許裁判所 田中JIPA会長の講演

14世界から期待され、世界をリードするJIPA

欧州で統一特許裁判所が具体化

1件の裁判で、EU全域から競合を排除することも可能
となる。



知財価値に注目したⅯ＆A田中JIPA会長の講演

15世界から期待され、世界をリードするJIPA

知財に注力したM&A (Googleの例)、投資銀行が係る知財取引

自社の経営戦略に合った高度な知財戦略を構築すれ
ば、より企業価値を上げることが出来る。



知財戦略 田中JIPA会長の講演

16世界から期待され、世界をリードするJIPA

知財戦略の必要性（ｵｰﾌﾟﾝ&ｸﾛｰｽﾞ、期限切れ対応、等）

知財戦略がグローバルビジネス成功の鍵



田中JIPA会長の講演まとめ

17世界から期待され、世界をリードするJIPA

米欧中による積極的な

知的財産権の行使状況

や体制変化を紹介

また、オープン＆クローズ戦略の強化や参入障
壁特許の期限切れに対する対策、知財を取り巻く
国際的な現状に関する十分な認識を通じ、経営者
自らが自社独自の知財戦略を考えることの重要性
を強調された。



WIPOフランシス・ガリ事務局長の講演
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演題：

「Is Innovation on the Board Room Table?」



様々な環境 ガリ事務局長の講演

 世界での特許の１９％は日本企業が保有している。

 経済の世界では知財が中心に据えつけられている。

 グローバル化・地政学的シフトが今日の状況を生んでいる。

 知財の脆弱性：知財は物理的な資産に比べて脆弱。IT環境
が有ればどこへでも移せる。

知財の脆弱性が露呈して来ている→経営者は今まで以上

に注意深く意思決定する必要性

 知財を取り巻く暗い面：スパイ行為の増加、パテントトロール

 グローバル化（地政学的なシフトも起こっている。アジアの台
頭:アジアからの国際出願が全体の4割を占める）。
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事例紹介 ガリ事務局長の講演
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事例：

ロジャー・フェデラー（テニス選手）

フェデラーはテニスの大会で6,000万ドル稼ぐ。

更にCM契約でも3,000万ドル以上稼いでいる。

アップル社

ブランド価値が約2,500億ドル。

これはアップル社の時価総額（約5,400億ドル）の45%

中国企業

ブランド調査によると中国企業が14社世界のトップ100社に

入る。



経営者への提言 ガリ事務局長の講演

21

 何故、経営者レベルで知財を考えなければならないか。

→技術的なリーダーシップが経済力を握る・軍事力も握れる。

Ex.インドのモディ政権は国家レベルの新知財戦略

 ビジネスで技術的リーダーシップを獲得するためには、まず
マーケットを獲得すること。自らが生み出したものにより経済
的な堀を巡らす。

 付加価値を生み出す源泉がイノベーション。イノベーションを
通じてマーケットを作る。

 戦略的な観点から知財を考えることは、単に知財の保護を考
えるのではなく、知財を活用して如何に競争優位性を維持し
ていくかについて考えること。

→そのためには「監視の目」

 知財は緊張が生まれた際に仲介機能を果たす。



WIPOの活動について ガリ事務局長の講演
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①よりシンプルに、より安価に知的財産保護を受けら

れるように国際的な枠組みの構築

（PCT制度の国際事務局）。

②ルールベースで競争が国際的に行われる枠組みを

担保（透明性、簡略化、均一化）。

③インフラ関連の整備

データベースのプラットフォームを土台にして各特許

庁間の協力を推進。途上国支援



WIPOフランシス・ガリ事務局長講演まとめ
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１．新興国による世界市場への参入状況に鑑み、

経営レベルでの知財戦略の重要性の指摘がなさ

れた。

２．世界知的所有権機関（ＷＩＰＯ）としての取り組

みについての紹介があった。



保岡興治衆議院議員講演
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演題：「我が国産業の活性化のために経営者に
期待すること」

＊保岡議員は元法務大臣

自民党の知財戦略調査会の会長



現在の活動 保岡興治衆議院議員講演
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日本の知財戦略に必要な提言取り纏め

毎年の知的財産推進計画、知的財産基本法
に基づく推進計画作成

政府の日本再興戦略、あるいはそれに基づく
予算編成の方針とも言うべき骨太方針といっ
たものへの知財政策の反映（予算への反映・
人の確保への反映）



近年の大きな流れ 保岡興治衆議院議員講演
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 2000年：知財の国富の源泉である位置づけ

 2002年：小泉総理大臣が明治以来初めて知的財産
の戦略化について国家として宣言

 2003年：知財の基本法それに基づいて、政府に知
財戦略本部設立

 2004年：知的財産高等裁判所の創設。政治が主導
して、一気に実現

昨年：営業秘密に関する不正競争防止法や職務発
明に対応。



今年の提言のポイント① 保岡興治衆議院議員講演
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 知財戦略は重層的な取り組みが極めて重要。隅々の小さな
中小企業も含めて、大学や研究機関等みんながスクラムを
組んで、社会全体で有機的・密接に関連する必要ある。

 今後の第４次産業革命に対応した知財戦略を推進していくた
めには、企業レベルのオープン＆クローズ戦略の発展や官
民連携した国際標準化の推進なども中心課題

 知財に関する取り組みは、農業分野でも必要。中小企業の
知財の活用への支援、それから農業分野での商品・産品に
ついてのブランド化や地理的表示の活用は非常に大事でこ
れについての提言を行っている。

 金融と知財がしっかり手を取り合っていく。知財の評価あるい
は知財戦略の評価というものが、企業の将来の価値を決め
ていくという時代に入っている。これは金融機関にとっても大
事なテーマ。
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 デジタル・ネットワーク時代に対応したイノベーションを創出。

柔軟な権利制限規定、柔軟な著作権の新しいシステム、あ

るいはライセンスの円滑化といったものの制度改革

 知的財産紛争のシステムの改革というものについても、国際
競争に生き抜くしっかりした制度、しかも日本のユーザーの
意向を十分踏まえた制度改正が必要。政府の審議会で、こ
のテーマは大きなテーマとして進んでいく。来年の通常国会
の法制化を目指して、調査会でも検討を進めている。

 知財教育や知財人材の育成。これも、小学校、中学校の時
代から創造性を育むと同時に、専門学校とか高等教育、ある
いは専門職の大学院といったところで、知財をいかにしっかり
国民のものにしていく。高等教育の部分では、知財と経営の
融合ということが、もう決定的に重要だと考えている。

今年の提言のポイント② 保岡興治衆議院議員講演
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 日本企業はイノベーションを生み出し続ける。新しいものをつ
くり出すことが大好きで、得意な民族

 日本は、昔からいろんな知恵や工夫は、世界にいろんなこと
が先んじて行われた。何も明治維新以後のことではない。

 知的な創造能力、ほんとうに知恵や工夫、そしてみんなで生
活や社会をよくしていこうという、この日本民族の伝統は、総
理が宣言したように、やっぱり知財立国として日本が世界に
貢献しつつ、みずからも繁栄していく大きなツールである。

今年の提言のポイント③ 保岡興治衆議院議員講演



保岡衆議院議員講演まとめ
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保岡議員からは、小泉政権での知財立国宣言以降
の知財に関する取り組みが紹介された。

また、国民と政治がスクラムを組んでユーザー目線
で政策実行や制度改正を行うべき時代となっていると
の認識が示された。



来賓の方のご挨拶①
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三原朝彦衆議院議員
（自由民主党知財戦略調査会会長代理）

日本は明治維新以降、一生懸命「坂の上の雲」を追
いかけて来て、今は世界194か国の中で追いかけられ
る側になっている。

これから先の世界でも我々はブレークスルー出来る
ようなアイデアやテクノロジーを産み出せる社会であり

たい。



来賓の方のご挨拶②
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山下貴司衆議院議員
（自由民主党知財戦略調査会事務局長）

日本の企業はオリジナリティや技術において世界の
トップレベル。

それを経営に結びつけることを皆さんと一緒にやって
行きたい。それが政府の役割であり、今後とも経営上
のアイデアをお伝え頂き、官民・地方とも一体とやって
行きたい。



来賓の方のご挨拶③

33

三宅伸吾参議院議員
（自由民主党知財戦略調査会知財紛争処理システム検討会座長）

知財価値というキーワードが重要。

日本の国内の特許資産の価値を高める方向に、政策・
訴訟・環境等を切り替えるべき。

研究開発成果の価値を脱デフレ、インフレにして高めて
行きたい。



御供俊元JIPA副会長講演

ソニー(株)執行役員ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｴｸﾞｾﾞｸﾃｨﾌﾞ

訴訟・係争対応実務を30年。

全世界で300件以上の訴訟に関わってきた。

現場の実例を紹介したい。
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演題 御供俊元JIPA副会長講演

演題：「国内外における知財係争の現場」
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米国訴訟事例① 御供俊元JIPA副会長講演
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• ミノルタ・ハネウェル訴訟（数百億の損害賠償）の直後
• 陪審ではアウェー感満載
• 理工系の陪審員は1名のみ→陪審では敗訴
• しかし、経営者（盛田会長）の理解あり、控訴審が戦えた。
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• テキサス東部の田舎で訴えられ、高名な弁護士は全
て先方に囲われていた。

• 裁判官と先方の弁護士は懇意でアウェーでの戦い
→耐え忍ぶ間に再審査請求（re-examination）を行
い、無効と出来た。

• ここでも経営者の理解が戦えた最大の要因

米国訴訟事例② 御供俊元JIPA副会長講演
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「ウォール・ストリート・ジャーナル」の一面広告

控訴審の内容は、アメリカ国民の録画出来る権
利を否定している。ソニーはアメリカ国民のため
に戦う。→訴訟外で国民を味方に付ける。

米国訴訟事例③ 御供俊元JIPA副会長講演

ビジネス的発
送による抗戦
（経営層の発案

による）
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米国では訴訟費用高額
国益優先で振れる。
劣悪特許は無効となるケース増えている。

米国訴訟事例④ 御供俊元JIPA副会長講演

経営層の理解よる
徹底抗戦
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業界全体で協力して戦った例もある。
欧州では差止が比較的容易に認められる。

欧州訴訟事例 御供俊元JIPA副会長講演



御供俊元JIPA副会長講演 まとめ
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横尾英博 内閣府知的財産推進事務局長ご挨拶

２つの制度改革

第１は、デジタル・ネットワーク社会における新し
い次世代の知財システム（著作権システムの抜本
的な見直し）からキックオフして取り組んでいく。

第２は、最後、知財の価値を守るのは紛争の局
面なので、日本の知財紛争処理システム、特に特
許の侵害訴訟に着目して機能強化を図る。
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閉会挨拶

一般社団法人 日本経済団体連合会
金子眞吾 知的財産委員長（凸版印刷(株)社長）

オープンイノベーションの進展により共同開発者同士の知財
に関する取り決めの重要性が増している
企業同士の合従連衡や事業提携においても知財の価値が
事業そのものの評価に大きく影響する
わが国が生んだ技術がシェアを世界で維持し、収益を継続し
て得ていくためには、ノウハウとの組み合わせや新たなイノ
ベーションに繋げたりする等の知的財産戦略に基づくビジネ
スモデルが必要
適切に知財を行使することで新興国に対し優位性を保持しつ
つ、一部の海外企業による濫用的な権利行使に対しては断
固たる姿勢で臨むべき
そのためにも、企業経営層には知財に関する見識を深め、
経営戦略として知財をとらえて欲しい。
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企業経営者向けグローバルビジネスシンポジウム

【シンポジウム宣言】（2016/6/3 知財協、経団連）

日本企業の経営者は、グローバル
産業競争において、知的財産をもっと
も効果的に使うことができるように行
動する。
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